
盈支援  

・効果等を客観的に検証した支援手法の整備や普及  

・当事者とその家族自身の問題解決能力を高めるための支援体制の確立  

・老年期までを視野に入れた職業生活を含めた社会生活の支援に関する支援モデルの開発  

塵塵應  

・医療・保健・福祉・教育一労働等の関係機関や関係者による連携システムの構築   

盟登連騰書者支援に関わる者の役割劇課題  
⑳直控処遇職且（〒保育所、学校、福祉サ「ビス事業所、ハローワーク、児童養護施設等の職員）  

・当事者とその家族に対する基本的な支援や専門的な支援を行う機関への相談及び紹介ができること  

・適切な研修への積極的な参加や、必要に応じて連絡の取れる体制の確保   

②監鄭重 （＝医療機関、保健所、教育センター、障害者職業センター等で専門   
的な支援を行う者）  

・発達障害について借頼のおける情報を把握し、的確な助言が行えること   
t適切な情報の収集や研修の参加、ケースカンファレンスの実施等による助言技術の向上  

㌍ご†＋＋＋亡十十i†⊥二三＋ご＋，†三＋追ぃ ＋†＝   
一当事者とその家族、関係者に対して適切なアセスメントや相談等の対応が提供できること  
・都道府県等の全体の状況把握、関係機関との連携強化  
・家族同士で相談や情報交換を行うピア・カウンセリングやペアレントメンターの養成について検討  

④市町村   

個別の支援計画の提供や人材の育成、住民に対する普及啓発等の実施  
・地域自立支援協議会の活用等による関係機関や関係者の連携システムの構築  
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⑤農道虎男ヒ指定番壷  

・人材の育成や住民に対する普及啓発等の実施  

・発達障害者支援センターを中心とした関係機関や関係者の連携■協力体制の構築  

塵旦  

・支援手法の開発や研究、専門的な人材の養成、普及啓発の推進  
・発達障害情報センターと発達障害教育情報センターとの連携強化等の基盤整備  

且ユユ塵塊支援崖制の鞋塵   

○ 市町村等において発達障害者に対する個別の支援計画作成と活用が推進されるよう発達障害者支援センターが必要  

に応じてサポートを行う体制の整備   

○ 発達障害者支援センターについて、専門的なアセスメントやモニタリングを行う機関として位置付けを明確化、直接処  
遇職員へのバックアップ体制の整備   

○ 就労支援における「発達障害者に対する専門的支援のかメキュラム」の全国実施等による体制を強化   

丘三組支援圭温の閻羞   

0 有効な支援手法の整備と普及の推進   

0 特に不十分な青年期一成人期における支援モデルの開発   

趨凰観象   

0 研究を推進するための共通の評価尺度の開発   

○ 発達障害に関するデータベースの構築   

且皇iÅ盤重畳虚   

0 医療・保健・福祉・教育・労働等各分野共通のテキスト等の作成   

○ 実地研修による専門的人材の育成   

0 ペアレントメンターの養成  

○ 発達障害教育情報センターとの連携による、発達障害情報センターの情報収集、分析、発信を行う体制の強化  
13   



血l缶   

高次脳機能   診断基準  
（厚生労働省障享保健福祉部、国立障害者リハビリテーションセンター平成18年）   

Ⅰ．主要症状等  

1．脳の器質的病変の原因となる事故による受傷や疾病の発症の事実が確認されている。   

2．現在、日常生活または社会生活に制約があり、その主たる原因が記憶障害、注意障害、遂行機能   
障害、社会的行動障害などの認知障害である。  

Ⅱ．検査所晃   

MRl、CT、脳波検査などにより認知障害の原因と考えられる脳の器質的病変の存在が確認されている  
か、あるいは診断書により脳の器質的病変が存在したと確認できる。  

Ⅱ．除外項巨  

1．脳の器質的病変に基づ＜認知障害のうち、身体障害として認定可能である症状を有するが上記主  
要症状（ト2）を欠く者は除外する。   

2．診断にあたり、受傷または発症以前から有する症状と検査所見は除外する。   

3．先天性疾患、周産期における脳損傷、発達障害、進行性疾患を原因とする者は除外する。  

＿Ⅳ．診断  

1．Ⅰ“Ⅲをすべて満たした場合に高次脳機能障害と診断する。   

2．高次脳機能障害の診断は脳の器質的病変の原因となった外傷や疾病の急性期症状を脱した後にお  
いて行う。   

3．神経心理学的検査の所見を参考にすることができる。   

なお、診断基準のⅠとⅢを満たす一方で、Ⅱの検査所見で脳の器質的病変の存在を明らかにできない症例については、  
慎重な評価により高次脳機能障害者として診断されることがあり得る。   

また、この診断基準については、今後の医学・医療の発展を踏まえ、適時、見直しを行うことが適当である。   



高次脳機能障害の主要症状  

【記憶障害】   

物の置き場所を忘れたり、新しい出来事を覚えていられなくなること。そのために何度も  
同じことを繰り返したり質問したりする。  

【注意障害】   

ぽんやりしていて、何かをするとミスばかりする。ニつのことを同時にしようとすると混乱  
する。  

【遂行機能障害】   

自分で計画を立てて物事を実行することができない。いきあたりばったりの行動をする。  

【病識欠如】   

自分が障害を持っていることに対する認識がうまくできない。障害がないかのようにふる  

まったり、言ったりする。  

（国立障害者リハピ8」テーションセンター研究所 中島ハ十－）  
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障害者自立支援法における高次脳機能障害者の  

サービス利用の仕組み  

○障害者自立支援法においては福祉サービス利用に関しては3障  

害共通に  
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【概要】   

都道府県に高次脳機能障害者への支援拠点機関を置き、高次脳機能障害者に対する専門的な相  
談支援、関係機関との地域支援ネットワークの充実、高次脳機能障害に関する研修等を行い高次  
脳機能障害者に対して適切な支援が提供される体制を整備する。  

（都道府県地域生活支援事業として実施）  

【事業の具体的内容】  

・支援拠点機関に相談支援コーディネーターを配置し、専門的な相談支援、関係機関との連携、   
調整を行う  

・講演・シンポジウムの開催及びポスター、リーフレットの作成・配布をする等の普及啓発活動を行う  
・自治体職員、福祉事業者等を対象に高次脳機能障害支援に関する研修を行い、地域での高次脳   
機能障害支援体制の整備を行う  

・支援拠点等全国連綿協議会への協力  

【支援拠点機関の例】   

け拍ビリテーションセンター、大学病院、県立病院 等  

【相談支援コーディネーターの例】   

社会福祉士、保健師、作業療法士、心理技術者等、高次脳機能障害者に対する専門的相談支援を行う   
のに適切な者  
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施5か年計画（抄）  
（平成19年12月25日 障害者施策推進本部決定）  

6保健・医療  

②障害に対する適切な保健・医療サービスの充実  

○高次脳機能障害の支援拠点機関の設置等  

ア高次脳機能障害への支援を行うための支援拠点機関を、全都道府県に設  
置する。  

イ国立専門機関等において、高次脳機能障害のための認知リハビリテー  

ション技法の確立や評価尺度の開発を推進するとともに、高次脳機能  
障害者に対する都道府県単位の支援ネットワークに対する専門的な支援  
を行い、その支援技術の普及を図る。  

（数値目標・達成期間）  

○高次脳機能障害支援拠点   

18都道府県〔18年度末〕→全都道府県〔24年度〕  
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病対策lごつら⊥き－一芸  

＜1艶着任虜意見：膠併好事者＞  

r ‾’ ‾ ‾ ■、’■ ‾ ■－ 、■1‾■ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ■’ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾  

l  

己 く腰瘡虜者密鵬雛熱線遭事業＞  

訪問指導  

（診療）  

1  1  1  

1  

1  

I  

】  
t  

1  1  1  

： く搬オー玄鰐女ンタ抽看貫＞  

難病相談・支援センター  

・相談・支援  

・患者会へのま援  

（47都道府県）   
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難病患者等居宅生活支援事業について  

市
町
村
の
事
業
 
 

都
道
府
県
8
指
定
都
市
の
事
業
 
 
 

ベての要件を満たす者とされてい   

①日常生活を営むのに支障があり、介諌等のサービスの提供を必要とする看であること  

②難治性疾患克服研究事業（特定疾患調査研究分野）の対象疾患（123疾患）及び関節リウマチの患者であること  

③在宅で療養が可能な程度に症状が安定していると医師によって判断される着であること  

④介護保険法、・老人福祉法等の施策の対象にならないこと   

④については、身体障尊者等であっても、障害の程度等により実質的に障害者施策における福祉サービスを受けることが   
できない青も含まれる。  

○予算額  平成20年度 → 平成21年度（要求額）  

277百万円  277百万円  

○本事業については、全国健康関係主管課長会議において、積極的な協力を要諦しているところ  
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特定疾患治療研究事業の対象（45疾患）と受給者証交付数（平成19年3月末現在）  

疾患名   件数  疾昂名   件数   

口  ベ｛チェツト病   16，638  24  モヤモヤ病くウイリス動脈翰閉塞症〉   10，93（〕   

2  多発性硬化症   11，938  25  ウェゲナー肉芽腫痘   1，267   

3  重症筋無力症   14．851  28  特発性拡張型（うっ血型）心筋症   18，636   

4  53，825  27  多系統萎縮症   9－779  

5   1，926  28  表皮水痘症（接合部型及び栄養障寄型）   327   

6  再生不良性貧血   9，010  29  膿癌性乾癖   1，487   

7  サルコイドーシス   17．953  30  広範脊柱琶狭窄症   3，012   

8  筋萎優性鋼索硬化症   7，695  31  原発性胆汁性肝硬変   14，382   

9  強皮症、皮膚筋炎及び多発性筋炎   36，110  32  重症急性膵炎   1，169   

10  特発性血か板減少性紫斑病   23，196  33  特発性大隅骨預壊死症   11，548   

皿  結節性勤備周儒慨   5，159  3ヰ  混合性総合組織病   7，837   

12  沈瘍性大腸炎   90，627  35  原発性免疫不全症候群   1，065   

13  大動脈炎症傾朋   5，233  36  特発性同質性肺炎   41166   

14  ビュルガー病   8，121  37  網膜色素変性症   23、938   

15  天癒瘡   3，843  38  プリオン病   332   

16  脊髄小脳変性症   19，948  39  原発性肺高血圧症   961   

17  クローン病   25，700  40  神経線維腫麿   2，27◆7   

18  難治性の肝炎のうち劇症肝炎   245  ・  亜急性硬化性全脳炎   100   

19  悪性関節リウマチ   5，566  42  バッド・キアリ（Budd・¢hiarけ症候群   236   

20  パーキンソン病関連腐眉   86．452  ヰ3  特発性慢性肺血栓塞栓症（肺高血圧型）   80（）   

21  アミロイドーシス   り63  44  ライソゾーム珂ファフリー（F油吋）病舎む〉   496   

22  後難靭帯骨化症   25，024  45  副腎白質ジストロフィー   151   

23  ハンチントン病   705  合計   585．824   

（衛生行政報告例）  
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身体障害者障害程度等級表（身体障害者福祉法施行規則別表第5号）  

心持，じんヰ若しくは呼吸蕃又はぽうこう若しくは直鵬若しくは小鵬若しく  
鴨鷺又は平義杜絶の■書   書声機  肢   体   不   自   由  はヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能の障書  

能．富橋  
級別  視覚陣書  ■t又は  丸幼児期以前の非道行世の  ヒト免疫不  

そしやく  下   肢   休  職   書病豪による運動機能■書   心■♯能l攣  
■tのII  書   陣書   辞書   は直■の穐  による免疫  
書  上肢機能  移勤機能   触陣書   機能l■書  

両眼の視力（万国  1 丙上肢の■触を  1 両下肢の機能を  体幹の■能杜書  不随土建  不鑓鷺凛  心斗のl暮  じん♯の  呼吸♯の  ぽうこう  小♯の機  ヒト免疫  
式試視力表によって  全ょしたもの  全よしたもの  
測ったものをいい  ことができないも  より上昧を使  より歩行が不  より自己の  により自己  により自己  機能のIl書  より自己の  スによる免  
屈折農常のある者に  之爾上肢を手綱廿   2雨下肢を大腿の   用する8常生  可能なもの  身辺の日常  の身辺の日  の■辺の日  により自己  身辺の日常  痩の壮能の  

1線  以上で欠くもの  2分の1以上で欠  活勤作がほと  生活活動が  常生活活1l  常生活活動  の身辺の日  生活活動が  障書により  
視力について測った  くもの  んど不可能な  極度に制限  
ものをいう．以下同  もの  されるもの   
じ。）の和が0．01以下  の   の   限されるも  可能なもの   
のもの  の   

1 丙畷の視力の和  両耳の■カレベル  1 雨上肢の■能の  1 両下肢の■能の  1 体幹の機能■  不Il書壬  不離暮運  ヒト免疫  
が0．02以上0．Ol以  著しい什書  書しい沖書  書により坐位又  不全ウイル  
下のもの  ベル以上のもの（爾  は起立位毛保つ  スによる免  

耳全ろう）  2丙上肢のすべて  疫の機能の  
2再■の視野がそ  の指を欠くもの  活動作が年度  障害により  

2繰                                        れぞれ10よ以内で  くもの  に里見される  日常生活が  
かつ雨暇による複  3一上肢を上よの  2体幹の♯セ■  極度に制限  
野について複能事  2分の1以上で欠  書により立ち上  されるもの   
によ計肌矢車が朋  くもの  がることが困離  
パーセント以上の  なもの   
もの   4一上肢の牡能を  

全よしたもの  

1 両鴨の視力の和  爾耳の●カレベル  平竃牡  書■牡  1 菅l上肢のおや楕  1 雨下肢をショバ  体幹の機能汁書  不随暮壬  不■鷺運  心臓の機  じん■の  呼吸♯の  ぽうこう  小脾の機  ヒト免疫  
が0．05以上0．08以  が00デシベル以上の  龍の極め  龍．青筋  及びひとさし指を  一別■以上で欠く  により歩行が困難  勤・失■等に  tlい失■等に  能のl一書に  機能の陣書  基地の辞書  又は直汁の  能の陣書に  不全ウイル  
下のもの  もの（耳介に擁しな  て暮しい  機能又は  欠くもの  もの  なもの   より上肢を使  より歩行が書  より零度内  により書慮  により＃磨  ■能の障書  より家庭内  スによる免  

ければ大声瘡を理解  ■書  そしやく  用する日常生  島内での日常  での日常生  内での日常  内での日常  により象烏  での日常生  疲の機能の  
2両眼の視野がそ  2丙上肢のおや指   之一下肢を大腿の  活地作が著し  生活活1‖こtl  活着勤が書  生活活動が  生活活動が  内での日常  活活動が暮  陣奪により  

れぞれ10慶以内で  失   及びひとさし指の  2分の1以上で欠  くtl服される  翳されるもの  しく制限さ  書しく制限  暮しく制限  生活活動が  しく制限さ  日常生活が  
かつ丙疇による襖  ●触を全よしたも  もの  れるもの  されるもの  されるもの  著しく制限  
野について襖能事  の  されるもの   されるもの  
によも損失率〟胱  3－下肢の♯能を  （社会での  
パーセント以上の  a一上肢の■能の  日常生活活  

一  著しい■書  勤が著しく  
制限される  

4一上肢のすべて  ものを除  
の糟を欠くもの  く。）   

5一上肢のすべて  
の指の♯能を全よ  
したもの   
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心隋．じん膿若しくは呼吸爺又はぽうこう若しくは直隠若しくは小腸苦しく  

書寛又は平電機能の障書   二∴；▲  肢   体   不   自   由  はヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能の障害  
能．言語  

級別  視覚障書  撫能又は  乳幼児期以¶の非進行性の  ヒト免疫不  

そしやく  下   肢   体  幹   臓病まによる運動機能闊青   心臓機能陣  
亮能の匝  書   障轡   陣寄   は直隠の機  による免疫  

書  上肢機能  ∴ニ・一；r▲  礁匪書   機能陣書  

1 両眼の視力の和  1 両耳のせカレぺ  音声機  1 丙上肢のおや柏  1 両下肢のすぺて  不随慧遵  不Il書連  心片の機  じん■の  呼吸器の  ぽうこう   
が0．個以上0．12以  ルが80デシベル以  の槽を欠くもの  
下のもの  上のもの く葺介に  」濾■■」：⊥  を欠くもの  小膿の機  ヒト免疫               触・失■！引こ  勤・失臍等に  能のl一針こ  機能の障書  機能の障害  又は遭l■の  能の蘭書に  不全ウイル  よる上肢の也  より社会での  より社会で  により社会  により社会  機能のl障害  より社会で  スによる免  

そしやく  の機能を全廃した  の糟の機能を全廃  能II書によリ  日常生活活勤  の日常生活  での日常生  での日精生  により社会  の日常生活  疫の機能の  接しなければ髄声  
2両眼の視野がそ  ■能の書  もの   したもの  社会での日犠  が書しく嘲限  活動が零し  活活動が響  活活動が著  での日簡生  活動が書し  障寄によリ  

れぞれ10度以内の  もの）  しいl一書  3 一上肢の■■  3 一下肢を下腿の  生活活勤が書  されるもの  く制限され  しく制限さ  しく制限さ  詩話動が著  く制限され  社会での日  
もの  ホ．肘H筍又は手  しく制限され  るもの  れるもの  れるもの  しく制限さ  

2両耳による暮i  関節のうち，いす  るもの  れるもの   が著しく制  

結声の最良の楕曹  れか一関廿の櫨能  取されるも  

明■度が50パーセ  を全廃したもの   の   

ll  ぺ  

下のもの   上のもの く葺介に  機能又は  2 丙上肢のおや鵜  2 両下肢のすて  l  触・失■！引こ  勤・失臍等に  能のl一書に  機能の障書  t鴫のl■▼  又はⅧI■の  罷の闊警に  不壬ウイル スによる免  

能II書によリ  日常生活活勤  の日常生活  での日常生  での日精生  こより社会  の日常生活  疫の機能の  接しなければ髄声  そしやく  の機能を全廃した  の糟の機能を全廃  
曙を理蠣し得ない  ■能の書  もの   したもの  社会での日犠  が書しく嘲限  活動が零し  活活動が響  活活動が著  での日簡生  活動が書し  障寄によリ  

れぞれ10度以内の  もの）  しいl一書  3 一上肢の■■  3 一下肢を下腿の  生活活勤が書  されるもの  く制限され  しく制限さ  しく制限さ  詩話動が著  く制限され  社会での日  

もの  2分の1以上で欠  しく制限され  るもの  常生活活動  

2両耳による暮i  くもの  るもの  れるもの   が著しく制  

結声の最良の楕曹  4一下肢の機能の  取されるも  

明■度が50パーセ  書しい■書  の  

ント以下のもの  4一上肢のおや指  
及びひとさし指を  
欠くもの  を全廃したもの  

4級  5【上肢のおや指  
及びひとさし指の  
≠能を全廃したも  
の  書●lの1さの10分  

6おや相又はひと  
さし指を含めて－  
上肢の三指を欠く  
もの  

7おや稚又はひと  
さし糟を含めて－  
上肢の三相の機能  
を全廃したもの  

8おや指又はひと  
さし稽古含めて－  
上肢の四指の也能  
の書しい■書   

1 両眼の視力の和  1■1心J  1 丙上肢のおや稽  1 一下肢の股円¶  体幹の機能の書  不随意運  不随意運  
が札13以上0．2以  能の書し  の機能の著しい♯  勘・失隅等に  

下のもの  いl腰書  書  の著しい■書  よる上肢の機  
2一上肢の■桝  能陣書により  

之両眼による視野  節．肘騨甘又は手  社会での日常  

の2分の1以上が  関書のうち．いす  生活活動に支  

欠けているもの  れか一別節の機能  障のあるもの   
の著しいl■書  比して5センチ  

3－上肢のおや指  

5激   を欠くもの  鍵傭の憂さの15分  
4－上肢のおや稚  
の機能を全ょした  
もの  

5一上肢のおや指  
及びひとさし稚の  
機能の馨しい什書  

8おや指又はひと  
さし楕を含めて－  
上肢の三相の♯能  
の書しいl書書   
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心地．じん■若しくは呼吸器又はぽうこう若しくは虹鱒若しくは小腸若しく  
♯寛又は平鴨牡I－のl■書   書■櫨  肢   体   不   自   由  はヒト免度不全ウイルスによる免疫の機能の陣書  

能．菖賄  

敏別  視覚曝書  ●能又は  乳幼児期以前の非進行性の  ヒト免疫不  
そしやく  下   肢   体  幹   臓■l彙による眉川l機能II書   心牡機能l書  
■他のl■  書   陣書   l叶書   は直騰の機  による免疫  

書  上肢■鵬  移鵬牡能   能障書   機能降書  

一暇の視力が8．02  1一上肢のおや指  不随暮壬  
以下．他職の犠虎が  の書能の著しい陣  lい兵書l響に  

0．6以下のもので，再  書  くもの  よる上肢の櫨  
職の視力の和が0，2  2ひとさし指を含  熊の劣るもの   
を超えるもの   距離で集■された  めて－上肢の二指  

食指腰を理解し糟  を欠くもの  書  
6線  ないもの  8’ひとさし楕を含  

めて一上肢のこ指  
2－■耳の書カレ  の♯能書全欄した  
ベルが拍子シベル  もの   
以上，他■耳の■  
カレペルが50デシ  
ベル以上のもの  

1一上肢の■能の  上肢に不縫  
軽度のl一書  の櫓の■能の暮し  竃運動・失■  

2一上肢の■開  尊を有するも  
鯵．肘開書又は手  の   の  
閥書のうち．いす  
れか一印書の■能  
の畦よの隷書  ■．書騨蘭又Iま足  

8一上肢の手織の  
機能の♯丘の■書  

7象  4ひとさし指を含  
めて一上肢の二輪  
の機能の暮しい♯  
書  5一下肢のすべて  

6一上肢のなか  
指，くすり縮及び  
小指露欠くもの  

8一上肢のなか  
指．くすり指及び  
小指の■能を全よ  
したもの   の1以上短いもの  

1同一の響■について二つの1擁する■書がある■合lよ．－■うえの■とする．ただし．ニつの暮徽する♯書が持に本よ中に指定せられているものは，職当専敷とする。  
2 肢体不自由においては．7■に♯当する■書が2以上1★する■含は．6書とする．  
3 異なる書■について＝つ以上の1離する書書がある■合については，障書の程度を■♯して当義蠣■より上位の書故とすることができる。  
ヰ 「指を欠くもの」とは．おや軌こついては檜書簡群■．モの他の指については♯一指書間爛■以上書欠くものをいう．  

彿考                 5 r指の■能■書」とは．中手指蓼■廿以下の暮書をいい．おや掛こついては．対抗壬欄■書書も含むものとする。  

6 上鼓又は下肢欠♯の断■のょさは．集用■（上鵬においては書書より．大庄においては坐書結蓼の暮さより計瀾したもの）をもって計測したものをいう。  
7 下肢の曇さは，蘭■骨＃より内くるぶし下嶋手でを計測したもの蓋いう。   
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身体障害の範囲拡大の経緯  

年 月   障 害 の 範 囲   

昭和25年4月 身体陣青者福祉法施行  

〔陣事の範囲〕  

・視力障害  

t聴力陣青  

・音声・音詩機能障害  

・肢体不自由  

・中枢神経機能障害   

昭和42年 8月   障青の範囲拡大  

■心臓機能障害  

・呼吸器機能障害   

昭和47年 7月   障書の範囲拡大  

・じん臓機能障害   

昭和59年10月   障害の範囲拡大  

－ぽうこう又は直腸の機能障害  

tそしやく機能障幸   

昭和61年10月   障害の範囲拡大  

・小腸の機能障害   

平成10年 4月   障害の範囲拡大  

・ヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能の障害   
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療育手帳制度の実施について（抄）  
（昭和48年9月27日児発725号各都道府県知事、指定都市市長宛 厚生省児童家庭局長通知）  

第3 障害の程度の判定   

1障害の程度は、次の基準により重度とその他に区分するものとし、療育手帳の障害の程度の記載欄には、重度の場合は「A」と、  
その他の場合は「B」と表示するものとする。  

（1）重度  

18歳末満の者  

昭和39年3月13日児発第197号児童局長通知（「重度知的障害児収容棟の設備及び運営の基準について」）の  
1対象児童の（1）又は（2）に該当する程度の障害であって、日常生活において常時介護を要する程度のもの  

18歳以上の者  
昭和43年7月3日児発第422号児童家庭局長通知（「重度知的障害者収容棟の設備及び運営について」）の1の（1）に  

該当する程度の障害であって、日常生活において常時介護を要する程度のもの  
（注）前記通知の解釈にあたっては、知能指数が50以下とされている肢体不自乱盲、ろうあ等の障害を有する者の鼻脚章害の  

程度は、身体障害者福祉法に基づく障害等級が1級、2級又は3級に該当するものとする。  

（2）その他  

（1）に該当するもの以外の程度のもの  

2 障害の程度の区分については、1に定める区分のほか中度等の他の区分を定めることもさしつかえないものとする。  

3 障害の程度については、交付後も確認する必要があるので、その必要な次の判定年月を指定するものとする。  
なお、次の障害の程度の確認の時期は、原則として2年後とするが、障害の状況からみて、2年を超える期間ののち確認を行って  

さしつかえないと認められる場合は、その時期を指定してもさしつかえないものとする。  
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